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研究テーマ
• エルゴード理論と力学系理論
• 熱力学形式
• フラクタル幾何学
• 幾何学的群論

研究テーマの概要
タイトル: 等角的力学系のエルゴード理論とフラクタル幾何学

力学系は物理と生物システムの時間発展的挙動の解析のための数学的なモデルである。力学系は，
ある空間 X の上の自己写像 T : X → X で定義される。力学系 T : X → X と x ∈ X に対して
x, T (x), T (T (x)), . . . を x の軌道という。力学系理論における「カオス」とは、初期値の微小な誤差
が時間とともに急速に拡大され、長期にわたる予測を困難にすることを指す。カオス的な挙動をもつ
ような軌道の初期値はよくフラクタル集合になる（例えば複素多項式が定めるジュリア集合）。カオ
ス力学系の時間発展的挙動の解析は魅惑的で重要な研究分野である。
私は、等角半群作用の力学系的性質とフラクタル幾何学的性質の相互作用を中心に研究している。
私の研究の重要な例は有理関数で生成された半群のリーマン球面への作用 (参照 [3, 4])、双曲空間の
上のクライン群の作用 (参照 [2], またはケイリーグラフへの作用に関する結果は参照 [5])及び等角的
反復関数系 (参照 [1])である。さらに、ランダム力学系と フラクタル関数（例えば、一般化された高
木関数）の regularityを研究している。
幾何学と力学系の相互作用を調べるためのとても強力で普遍的な１つの道具立ては１９７０年代に

Sinai, Ruelle, Bowen らが発展させた熱力学形式の数学的理論である。熱力学形式は、もとは統計物
理学に由来するゴード理論 の分野で、今では純粋数学において非常に豊かな分野となっている。そ
の目的は力学系のための有意義な不変測度を決定することと、それの統計的な性質を調べるための道
具を供給することである。熱力学形式はコンパクト状態空間を持つ一様に双曲的な力学系の場合には
よく知られている。しかし、このクラスに含まれる力学系はかなり限定的であるため、エルゴード理
論の研究では、弱いタイプの双曲性をもつより広いクラスへの一般化が求められている。
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学生へのメッセージ
エルゴード理論は魅力的で活発な分野であり、確率論、幾何学や数論といった様々な分野に応用を
もつ。フラクタル幾何学は新しい分野なので比較的早い段階で新しいことに挑戦できる。私のセミ
ナーでは（カオス的な）力学系、確率論とフラクタル幾何学に関することを学ぶ。予備知識としては
　解析学、関数解析学、測度論、確率論が必要である。この分野の雰囲気を知るためには下記のテキ
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